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 令和２年８月２６日（水）、「第１回地区少年指導委員会代

表者会議」を開催しました。 

 今年度は、新型コロナウイルス感染症対策として、席を広くと

り、アルコール除菌や換気に気をつけて会議を行いました。 

 会議では、各地区少年指導委員会の活動状況について報告があ

りましたが、新型コロナウイルス感染症の影響に伴うイベントが

行われず巡回も中止となったり、総会も書面開催を行ったりと、

例年どおり動けていない状況でした。 

三専門部会 開催 

巡回日誌から巡回日誌から巡回日誌から   
新型コロナウイルス感染症の影響で定例巡回、地区巡回、特別巡回はし
ばらくの間休止しておりましたが、地区巡回は７月から、定例巡回は８
月から再開となりました。 

 令和２年８月２６日（水）、代表者会議終了後に「第２８期 

秋田市少年指導センター専門部会合同会議」を開催しました。 

 各部会では部会長・副部会長の選出と、今後の活動計画につ

いて話し合いが行われました。「巡回指導部会」では定例巡回

や特別巡回の巡回コース等について、「環境浄化部会」では部

内研修会の開催について、「広報部会」では“広報わかくさ”

の発行 について、それぞれ計画が話し合われ、専門部会としての活動がスタートしました。   

 ≪部会長・副部会長 紹介 ≫ 

「巡回指導部」・・・《部会長》川口雅丈さん 《副部会長》豊島康弘さん・船木ひとみさん   

「環境浄化部会」・・《部会長》進藤司さん    《副部会長》森洋さん・小野恵理子さん  

「広報部会」・・・・《部会長》髙橋政子さん 《副部会長》吉田正子さん・中村伸子さん  

●（Aコース）コロナウイルスの影響か、
学生も一般の方も少なく、各店舗もお客
さんの数より店員さんの方が多いみたい
でした。 

 （Bコース）コロナの影響もあり人も少
なく高校生にもほとんど会いませんでし
た。友達と歩いている高校生が数人いた
くらいです。（８月１９日・定例巡回）  

●夏休み終了後の登校初日は、朝から気温
がとても高く日差しもまぶしかったので
すが、子どもたちは元気にあいさつを返
してくれました。元気な毎日を過ごして
ほしいと思います。新委員の方々も初め
ての声かけに参加してくれました。 

（８月２０日・泉・寺内・八橋小学校周辺
登校あいさつ運動・中央第二地区 ）  

代表者会議 
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※処遇流れは事案により一定ではない 

 

 

 

 平成３０年１１月８日、秋田少年鑑別所 所長 関谷益実氏を講師にお招きし、土崎・
北部地区少年指導委員会研修会が開催されました。その一部をご紹介します。  

土 崎・北部地区少年指導委員会研修会 研修会レポート  

非行少年処遇の流れ 

 

【鑑別所の３つの役割とは？】 
①〈鑑別〉面接・心理検査・行動観察をとおし、少年自身を詳しく調査、非行や問題行動の原因 
 を分析・今後の処遇方針を立てる。収容鑑別の他、在宅鑑別や依頼鑑別を行います。 
②〈観察処遇〉審判までの間、自分自身を見つめ直すための健全生活を送らせます。 
③〈地域援助活動〉一般相談から関係機関での講演や研修などの実施しています。 

°˖✧˖° 健全育成のために大切なこと °˖✧˖° 
★親として 
①どんな子どもに育ってほしいかを自覚する。 
②自分の望みと混同しない。 
③子どもの自由・自主性におもねることなく枠組みを与える。 
④なるべくいろいろな人から子育てに係わってもらう。 
 
★地域として 
①子どもたちに声かけした時、いつもと違うところがないか見守る。 
②大人が活き活きと幸せに暮らしている姿を見せる。 
③外部の人にも居場所を提供できる風通しの良さを持つ。 

※秋田県は他県に比べ、家族間の結びつきが強い方ではあるが、 
 徐々に薄くなってきているとのこと。  

●非行の要因・・・親の余裕の無さ、家族間のコミュニケーションの硬化、家族全体が抱え   
 る重層的問題など、家庭の環境が影響していることが多い。 

●生活面では・・・昼夜逆転した生活を送っていた少年も多く、入所後の規則正しい生活を 
 送ることで、落ち着きが出てきます。 

●更生には・・・非行少年の社会復帰には、学校等との連携強化や道理的側面からの支えな 
 ど、受け入れ環境を見つけるのが必須で、受け入れ先がない場合は、再犯に繋がる傾向が  
 あります。（現状再犯率は３割） 

 研修会の話を聴いて、いかに家族や地域の在り方が重要であるかと同時に、それぞれの状況が
違うため、難しい面もあると感じました。  土崎地区少年指導委員会 事務局長 佐藤 貴子 

 

  わかくさ相談電話では、少年に関する悩み

や心配事について、本人又は家族からの相談

に応じます。友達、学校、勉強、進路、家族の

ことなど、ひとりで悩まず相談してみてはいか

がでしょうか。来所も可能です。ぜひ気軽にご

利用ください。 

わかくさ相談電話 ８８４－３８６８ 

お知らせ 

わかくさ相談電話より 11月1日(日)～30日(月)  
「子供・若者育成支援強調月間」  
 秋田市地区少年指導委員会キャンペーン実施  

11月15日(日)～21日(土)  

「あきた家族ふれあいウィーク」 
“家庭の教育力向上”のため、家
族でのふれあいの時間を取るこ
とを推奨された一週間☀  
 お忙しいご家庭でもたまには
家族全員で時間をかけて、ゆっくり食事をとり 
ながら、家族の絆を深めてみてはいかがでしょ
うか♪  


